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【手続補正書】
【提出日】平成28年9月6日(2016.9.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第一の活物質粒子と、第二の活物質粒子と、分散剤と、バインダーと、溶媒とを含むリ
チウム二次電池電極形成用組成物であって、
　前記第一の活物質粒子が、下記一般式（１）で示されるリチウムリン酸金属複合粒子の
一次粒子の表面を導電性炭素で被覆した、被覆一次粒子から形成される、粉砕工程を経ず
に得られた二次粒子であり、前記被覆一次粒子の平均粒子径が５０～３００ｎｍであり、
前記二次粒子の平均粒子径が３００ｎｍ～５μｍであり、
　前記第二の活物質粒子が、下記一般式（１）で示されるリチウムリン酸金属複合粒子の
一次粒子の表面を導電性炭素で被覆した、被覆一次粒子から形成される造粒粒子であり、
前記被覆一次粒子の平均粒子径が５０～３００ｎｍであり、前記造粒粒子の平均粒子径が
５～３０μｍであることを特徴とする、リチウム二次電池電極形成用組成物。
一般式（１）：ＬｉＦｅ1-xＭxＰＯ4（０≦ｘ≦１）
（式中、Ｍは、Ｍｎ、Ｃｏ、Ｎｉ及びＶからなる群から選ばれる少なくとも１種の金属元
素を示す。）
［但し、第一の活物質粒子が、被覆一次粒子が凝集してなる、焼成後の粉砕工程を経ずに
得られた二次粒子であり、かつ、第二の活物質粒子が、被覆一次粒子が凝集してなる、焼
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成後の粉砕工程を経ずに得られた二次粒子を、溶媒中に分散させたスラリーから、溶媒を
除去して得られた造粒粒子である場合を除く。］
【請求項２】
　第二の活物質粒子が、前記リチウムリン酸金属複合粒子を、導電性炭素の前駆体となる
有機物とともに溶媒中に分散させてスラリーとし、該スラリーから溶媒を除去して造粒し
、さらに焼成した粒子であることを特徴とする、請求項1記載のリチウム二次電池電極形
成用組成物。
【請求項３】
　第二の活物質粒子が、前記リチウムリン酸金属複合粒子を、導電性炭素材料とともに溶
媒中に分散させてスラリーとし、該スラリーから溶媒を除去して造粒した粒子であること
を特徴とする、請求項1記載のリチウム二次電池電極形成用組成物。
【請求項４】
　第二の活物質粒子が、含リチウム化合物と、Ｆｅ、Ｍｎ、Ｃｏ、Ｎｉ及びＶから選ばれ
る少なくとも１種の金属元素を含む化合物と、含リン化合物と、炭素または導電性炭素の
前駆体となる有機物を、溶媒中にて混合・分散させてスラリーとし、該スラリーから溶媒
を除去して造粒し、さらに焼成した粒子であることを特徴とする、請求項1記載のリチウ
ム二次電池電極形成用組成物。
【請求項５】
　前記分散剤が、酸性官能基、塩基性官能基および水酸基からなる群から選ばれる１種以
上の官能基を有することを特徴とする、請求項１～４いずれか記載のリチウム二次電池電
極形成用組成物。
【請求項６】
　第一の活物質粒子と第二の活物質粒子の合計量に対する、第一の活物質粒子の含有量が
１０～９０重量％である、請求項１～５いずれか記載のリチウム二次電池電極形成用組成
物。
【請求項７】
　さらに、導電助剤として導電性炭素材料を含有してなる請求項１～６いずれか記載のリ
チウム二次電池電極形成用組成物。
【請求項８】
　導電性炭素材料が、カーボンブラック、黒鉛、繊維状炭素およびグラフェンからなる群
から選ばれる１種以上の導電性炭素材料である、請求項１～７いずれか記載のリチウム二
次電池電極形成用組成物。
【請求項９】
　集電体と、該集電体上に、請求項１～８いずれか記載のリチウム二次電池電極形成用組
成物が塗布、乾燥されてなる合材層とを備えたリチウム二次電池電極。
【請求項１０】
　前記合材層の乾燥膜厚が９０μｍ以上であることを特徴とする請求項９に記載のリチウ
ム二次電池電極。
【請求項１１】
　正極と負極と電解液とを備えた二次電池であって、前記正極が、請求項１０記載のリチ
ウム二次電池電極である、二次電池。
【請求項１２】
　第一の活物質粒子と、第二の活物質粒子と、分散剤と、バインダーと、溶媒とを含むリ
チウム二次電池電極形成用組成物の製造方法であって、
　前記第一の活物質粒子が、下記一般式（１）で示されるリチウムリン酸金属複合粒子の
一次粒子の表面を導電性炭素で被覆した、被覆一次粒子から形成される、粉砕工程を経ず
に得られた二次粒子であり、前記被覆一次粒子の平均粒子径が５０～３００ｎｍであり、
前記二次粒子の平均粒子径が３００ｎｍ～５μｍであり、
　前記第二の活物質粒子が、下記一般式（１）で示されるリチウムリン酸金属複合粒子の
一次粒子の表面を導電性炭素で被覆した、被覆一次粒子から形成される造粒粒子であり、



(3) JP 2015-41556 A5 2016.10.20

前記被覆一次粒子の平均粒子径が５０～３００ｎｍであり、前記造粒粒子の平均粒子径が
５～３０μｍであることを特徴とする、リチウム二次電池電極形成用組成物の製造方法。
一般式（１）：ＬｉＦｅ1-xＭxＰＯ4（０≦ｘ≦１）
（式中、Ｍは、Ｍｎ、Ｃｏ、Ｎｉ及びＶからなる群から選ばれる少なくとも１種の金属元
素を示す。）
［但し、第一の活物質粒子が、被覆一次粒子が凝集してなる、焼成後の粉砕工程を経ずに
得られた二次粒子であり、かつ、第二の活物質粒子が、被覆一次粒子が凝集してなる、焼
成後の粉砕工程を経ずに得られた二次粒子を、溶媒中に分散させたスラリーから、溶媒を
除去して得られた造粒粒子である場合を除く。］
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